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１．はじめに

中央教育審議会が 2012年 8月 28日に出した答申

「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な

向上方策について」では、これからの教員に求められ

る資質能力や取り組むべき課題が示されている。特に

その中で注目されているのは「自ら学び続ける教師」

である。

筆者（須曽野）は、1982年から15年間、公立中学

校教諭として勤務したが、自ら学び続けることや学ぶ

姿勢は時代が変化しても重要である。実際に、筆者自

身、学校現場において、子どもや同僚から、教え方や

学び方、子どもとの接し方や心理等、数多くのことを

学んだ。現在、いつでもどこでも学べる情報化時代で

あるが、教員一人一人が現場で学んだこと（経験）と

大学や書物で学んだこと（理論）を結びつけ、自ら学

び続けることができれば、その学習成果は貴重な財産

となり、教育実践に役立つものとなる。教員にとって、

教職とどう向き合い学び続けるか、前向きにどう生き

るかが課題である。

急速にグローバル化・情報化していく時代において、

現職教員が世界の学校での子どもたちの様子や教室で

の授業を知り学ぶことは、世界の教育事情から授業改

善等において、様々な視点やヒントが得られ、意義の

あることである。

我が国で、教員免許状更新講習は2009年にスタート

した。筆者は、必修講習「教育の最新事情」で「教育

政策の動向についての理解」分野（約3時間）で、世

界の学校教育の現状を紹介し、グローバル化・情報化に

対応した教育や自ら学び続ける教育を重視してきた。本

年（2016）から教員免許状更新講習の制度が変わり、

必修講習において、約2時間で「世界の学校から学ぶ」

という内容を筆者が担当することになった。これまでの

必修講習でも、世界の学校や教育政策について取り上げ

てきたが、本論文では、現職教員を対象とした教員研修

で、世界の学校の現状と課題で、何をどう取り上げ、教

員が何を学ぶかについて整理する。

２．世界の学校を訪れて

まず、筆者が世界の学校に興味持つようになったきっ

かけや学校訪問について述べていく。
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（1） 国際パソコン通信を続けて

インターネットでのメール送受信やWebページ閲

覧は、1990年代半ば頃より大学研究者が利用できる

ようになった。それ以前は、パソコン通信の時代であっ

たが、筆者は1988年よりそれを使って日本全国のパ

ソコン通信愛好者と情報交換を始めた。当時、

PCVANやNiftyserveというパソコン通信サービスが

あり、SIGやフォーラムで教育関係者を対象とした

グループがあった。そのグループメンバーの紹介で、

1990年頃より国際パソコン通信 Compuserveでアメ

リカ合衆国（以下「米国」）の学校教員や研究者と電

子メールのやりとりを始めた。当時、Compuserveを

日本で使うには、1分70円の通信料がかかった。米

国との国際電話料金が1分200円以上していたことと

比べると、1分70円の通信料は安価であった。

Compuserveで筆者と電子メールのやりとりを長く

続けたのが、マサチューセッツ州ボストン郊外ウェー

ルズリィの中学校長（当時）をしていたジョン・ドー

リア（JohnD・Auria）である 1）。ジョンは、筆者より

15歳ぐらい年上であるが、30歳代でウェールズリィ

中学校の校長となった（米国の校長任用制度は日本と

は異なる）。筆者とのやりとりは、地元のローカル新

聞で紹介したり、生徒の美術作品を筆者が勤務する中

学校に送ってきてくれたことがあった。この国際的な

教育交流は、筆者が海外の学校に興味を持つきっかけ

となった。

（2） 米国の大学を訪問

1995年3月、筆者は初めて米国を訪問した。当時、

友人が米国にある大学（州立）の大学院で学んでおり、

友人を訪ねる旅であったが、米国の大学授業を参観す

る機会を得た。友人がその授業担当者に頼んでくれ実

現したが、授業の雰囲気が日本の大学の授業とはかな

り異なっており、「カルチャーショックを受けた」と

言っても過言ではない。授業者は、最初に一斉指導型

でレクチャーを行うが、質疑応答の時間が多く取られ

ていた。「Doyouhaveanyquestions?」と言えば、学

生からかなりの挙手があり、それを授業者が答える形

で、学生と教員、学生同士が議論しながら学んでいく

スタイルが取られていた。我が国では、授業や講演の

終わりに「質問は？」と聞くことあっても、それは形

式的であり、学生や聴衆は下を向いて「早く終わって」

と合図するのが通例である。

（3）ウェールズリィ中学校を初めて訪れて

筆者の中学校教諭時代には、大学以外で、海外の小

中学校訪問の夢はかなわなかったが、大学教員着任後

の2000年2月に米国ボストンを訪れ、ジョンが校長

を勤めるウェールズリィミドルスクールを初めて訪問

した（写真1）。2月のボストンは、気温がマイナス10

度より下がり、雪も舞っていたが、ミドルスクールは

中に入ってみると暖かく、ジョンは初めて会う私を温

かく迎え入れてくれた。

筆者の専門であるコンピュータの学習利用に関わる

授業や教室を見せてほしい、とジョンに依頼していた

が、中学校授業で生徒が個々やグループでコンピュー

タを活用している様子を見て驚いた（写真2）。外国

語であるフランス語の授業では、コンピュータラボ

（室）に移動し2人で1台のコンピュータを使い、学

習ソフトを使い、フランス語の音や文法について学ん

でいた（写真3）。普通教室では、4～5台のコンピュー

タが常設されていたり、ノート型コンピュータを教室

に運んで、生徒が作文をキーボードで入力したり小説

の背景を調べていた。2000年当時、各教室でインター

ネットが使えるように配線も設置されていたことが驚

きであった。この年の訪問で、「日本のコンピュータ

利用学習は、米国と比べ、10年、いや15年遅れてい

る」と感じるようになった。

2000年以来、ウェールズリィミドルスクールには

延べ十数回、大学院生や現職教員を連れ訪問した。米
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写真１ ボストン郊外ウェールズリィ中学校で

写真２ ウェールズリィ中学校での生徒によるプレゼ

ンテーション授業（2000年）



国の学校や大学へは、ボストンが位置するマサチュー

セッツ州だけでなく、バーモント州、ニューヨーク州、

カリフォルニア州、アリゾナ州、ケンタッキー州等の

50校以上訪れた。学校訪問には、許可が必要であるが、

国際会議（学会）で知り合い友人となった研究者、米

国の大学院に留学している学生、日本の学校へフルブラ

イト訪問団で来日した現職教員に大変お世話になった。

３．世界の教育の動向と教員研修

（1）情報化・グローバル化時代における現職教員研修

30年以上前、学校現場ではどのように教員研修が

行われていただろうか。筆者自身の教職経験をふり返っ

てみると、1980年頃から、中学校では校内暴力や非

行など生徒の荒れが社会問題となり、教科指導だけで

なく、生徒・生活指導のとり組みが最重要課題であり、

それに関する職場研修が多くなっていた。

1980年代前半、児童生徒用コンピュータは小中学

校にまだ設置されてはいなかった。当時、プロジェク

タと呼ばれたのは、オーバーヘッドプロジェクタ

（OHP）やスライドプロジェクタであり、今日のよう

なコンピュータと接続できるビデオプロジェクタはな

かった。家庭用のビデオカメラやVHSビデオレコー

ダはまだ高価な時代であった。これらの機器を授業で

いかに活用するかという職員研修はあったが、教科等

の一斉指導型授業での活用が主であった。

教育のグローバル化や外国語教育に関してふり返っ

てみると、ALTの前身であるAETが導入されたの

は1984年であり、当時三重県内で1～2人であり、学

校側のリクエストによりALTを学校授業に呼ぶ形式

であった。

米国の歴史未来学者アルビン・トフラーは、1980年

に「第三の波」を著し、農業化、工業化の波に続いて、

第三の情報化の波が到来することを予期していた2）。学

校現場でその情報化の波がもたらす影響は大きく、教

育や学習の方法を変化・多様化させている。

例えば、アクティブラーニングは、従来の一斉指導

型授業とは異なり、Student-centeredlearningであり、

社会的構成主義に基づく学習である。トフラーが言う

第三の情報化の波に合うアクティブラーニングを設計・

実践・評価する必要がある。

情報化、そして、グローバル化が進む学校や社会で、

教員研修をどのように進めていくかが重要である。筆

者は、その中でも、世界の学校や授業の事情を知る教

員研修に着目し、教員免許状更新講習や教員を対象と

した講座で、2．で前述したことや世界の学校現場で

見聞したことを取り上げるようにしてきた。

（2）教員免許状更新講習を担当して

我が国で教育職員免許法が改正され（2007年6月成

立）、2009年4月1日から教員免許更新制が導入され

た。三重大学でも毎年6月～10月に教員免許状更新講

習の必修及び選択講習（本年度からは選択必修が追加）

が開かれ、現職教員らが5日間の講習を受講している。

現在受講している教員は旧教員免許状の取得者で、年

齢が33－35歳、43－45歳、53－55歳の年代に、講習

を受け、教員免許状を更新する者がほとんどである。

筆者は、初年度より、必修講習の教育の最新事情

「教育政策の動向についての理解」分野を担当し、2

日間の必修講習の中で4分の1である、3時間（半日）

の講習「時代の波に合った学習・教育実践を」を受け

持った。本講習では、時代の波として、情報化や国際

化を挙げ、基本となる考え方（トフラーの第三の波、

教授から学習への発想転換）や学習理論（構成主義や

社会的構成主義）について説明し、次の（3）で述べる

ように世界の学校や授業について取り上げた。

2016年度から教員免許状更新講習では、選択必修1

日が新設され、必修は2日から1日の講習となった。

その変更に伴い、必修講習1日で取り上げる内容は、

国の教育政策や世界の教育の動向、教員としての子ど

も観、教育観等についての省察、子どもの発達に関す

る脳科学、心理学等における最新の知見、子どもの生

活の変化を踏まえた課題の4領域となった。筆者は

「国の教育政策や世界の教育の動向」を引き続き担当

することとなった（写真4、5）。

（3）教員免許状更新必修講習で取り上げた国々の教育

教員免許状更新講習開始の2009年から、必修講習

での「教育政策の動向についての理解」に関連させ、

世界の教育の動向としてメインに取り上げてきたのは

米国の学校の様子である。前述のマサチューセッツ州

ウェールズリィの中学校以外に、バーモント州ストウ

教員免許状更新必修講習で取り上げた世界の学校教育の現状と教員の学び
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写真3 フランス語の授業で2人でパソコン利用学習

（ウェールズリィ中学校で、2000年）



の小・中・高校、カリフォルニア州ロサンゼルス郊外

の高校、ケンタッキー州ルイビルの幼・小学校（写真

6）、アリゾナ州フラッグスタッフの小学校での授業風

景や子どもたちの活動を紹介した。

韓国の小学校の様子は、清州にある韓国国立大学附

属小学校で撮影した画像で紹介した。特に、初年度の

更新講習以来、1997年から始まった小学校英語教育

を中心に取り上げた（写真7）。

中国の学校や教育事情は、須曽野研究室所属の大学

院生で、補助員として参加した中国人留学生により紹

介された。彼らは、中国の教室での児童生徒数（クラ

スサイズ）、大学受験のための全国統一テスト、伝統

的な中国文化の学習などについて主に話をした。

インドネシアのジャカルタやスマトラ島パダンの学

校の様子紹介は、2011年度の講習からである。筆者

は2011年2月にユネスコスクールの事業でインドネ

シアを訪れることができたので、授業の様子を撮影す

ることができた（写真8）。

ドイツ・フライブルクの学校訪問は、2011年9月

に始まっている。三重大学教育学部附属教育実践総合

センター（当時）とフライブルクカトリック大学の日

独交流が始まり、フライブルクの幼稚園、小・中学校、

特別支援学校での様子を数多く撮影し、更新講習で紹

介してきた（写真9）。

アメリカ、アジア、ヨーロッパだけでなく、アフリ

カの教育事情を取り上げたいと考えていたが、須曽野

研究室所属の大学院生片岡がタンザニアの読書活動の

支援に修士研究でとり組み3）、タンザニアにも訪問し

たので、その際撮影した画像をつなげたデジタルストー

リーテリング作品を制作してもらい、2014年以後、

それを更新講習で紹介した。さらに、2015年10月よ

須曽野 仁 志
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写真5 教員免許状更新必修講習の様子2「3sカード」

を用いたグループ活動（2016年）

写真6 米国ケンタッキー州ルイビルにある小学校で

（2012年）

写真8インドネシア・スマトラ島パダンにある高校で

（2011年）

写真7 韓国・清州にある韓国国立教育大学附属小学校

での英語授業（2010年）

写真4 教員免許状更新必修講習の様子1（2016年）



り、アフリカ・ギニアの中・高校で英語教員を務める

ファシネ・シッセ氏が文部科学省国費教員留学生とし

て須曽野研究室所属となったので、2016年の更新講

習では、シッセ氏がゲストティーチャーとしてギニア

やアフリカの教育事情を英語でプレゼンテーションし

た（写真10、11）。

４．教員免許状更新必修講習で取り上げた

学校・教育の違い

教員免許状更新必修講習で取り上げた世界の学校・

教育の違いをまとめると以下のようになる。ここでま

とめる教育事情は、筆者が学校を訪問し見聞したもの

や、留学生らが経験をもとに整理したもので、国によっ

ては地域（都市部や農村部など）や学校規模によって

異なっている点もある。

（1）クラスサイズ

米国の小中学校では1クラスの人数が20～25人程

度であり、ビル・クリントンが大統領だった時代に、

クラスサイズは現在のように小さなものになったよう

である。次のジョージ・ブッシュが大統領であった際、

「Nochildleftbehind.」をスローガンにきめ細かな教

育活動を目指していた。ドイツ・フライブルクでもク

ラスサイズは25人程度であり、米国とよく似ている。

韓国で訪問した小学校は教育大学附属校であるが、

本学部教育学部附属小学校と1クラスの人数は変わら

ず、35－40名程度であった。中国では、中国人留学

生に、自分自身の小・中・高校時代のクラスサイズに

ついて話してもらったが、少ない場合40－50人程度、

多くなると80～90人のクラスもあったようである。

大学院生が思い出す学校時代は7－15年前のことであ

り、現在は以前よりクラスサイズは小さくなっている、

とのことである。

アフリカのギニアの学校では、シッセ氏によると、

1教室で学ぶ子どもの数は大きな問題で、80人という

クラスもあるようで、横長のベンチに4人が窮屈に座っ

て授業を受けている実情が更新講習で報告された。

（2）教室での指導方法 一 斉指導かグループ・個別

支援か

トフラーが言う工業化の波の到来で、大人数に効率

よく知識を授ける一斉指導型授業が主となった。情報

化の波の影響や、客観主義（行動主義・認知主義）か

ら構成主義（社会的構成主義を含め）へのパラダイム

シフトが起こり、欧米の教室は様変わりし、グループ

や個別での学習が増えている。

東アジアの国々や地域や、1教室で学ぶ人数が多い

ところでは、まだ、一斉指導型授業が主流で、児童生

徒は受動的に学ぶスタイルが一般的である。放送大学

授業「教育の方法（2004）」を担当した佐藤学は「一

斉指導型授業の教室は、博物館に入ったようなもの」

と表現している4）。

一斉指導かグループ・個別支援かにより、児童生徒

の机の配置も異なってくる。
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写真9 ドイツ・フライブルクにある小学校で（2011年）

写真10アフリカ・ギニアの教員シッセ氏によるゲスト

スピーチ1（2016年）

写真11アフリカ・ギニアの教員シッセ氏によるゲスト

スピーチ2（2016年）



（3）教室

我が国の中学校や高校では、理科室や音楽室などの

特別教室で受ける授業を除き、数学、社会などの授業

は、それぞれのクラスの教室となる普通教室で行われ

る【普通教室型】。一方、米国の中学校や高校では、

各教科を担当する教員が自分自身の教室を持ち、数学、

社会などの授業は、生徒が担当教師の教室を、時間ご

とに移動して進められる【教科教室型】。

教科教室型の良さとして、プロジェクタや電子黒板

などの機器を設置したままにできるので利用しやすい

ということや、教室の学習環境を整えやすいというこ

とが挙げられる。

（4）ICTの学習利用

米国の多くの学校では、コンピュータやインターネッ

トを早くから教室に導入し、個別・グループ学習を推

進してきた。小・中学校の教室では、4～5台のコン

ピュータが置かれ、児童生徒が順番にコンピュータを

使う学習が実現されている。

現在、米国の学校では、普通教室にノート型コンピュー

タ（ラップトップ）や携帯情報端末（iPad等）を持

ち込み、Wifiでインターネットに接続し、児童生徒

がそれらを活用しアクティブに学ぶ学習がかなり多く

なっている。

（5）学校教育を支える専門職種

米国の学校には、カウンセラーやメディアスペシャ

リストという専門職の教職員が存在する。カウンセラー

は、学業に関する相談を受け付ける人と心理面での相

談に応じる人がいる。メディアスペシャリストはその

名のとおり、メディアの専門家で、教員が一定期間

（3～4年程度）担任や教科の授業担当を外れ、コンピュー

タラボの管理や学習用ソフトのインストールを行い、

日常の授業ではティームティーチング形式で支援する。

ドイツの学校には、スクールソーシャルワーカー（School

SocialWorker、ドイツ語ではSchuleSozialarbeiter）

が配置され（2011年9月訪問の際、既に配置）、子ど

も同士のトラブル、子どもと教員のトラブルを解決す

る仕事を担っている。フライブルクカトリック大学で

聞いた話では、スクールソーシャルワーカーは大学の

福祉学部・学科で養成されているという。

（6）外国語教育

我が国では、小学校での外国語活動が定着し、英語

が数年後に教科としてスタートするが、韓国では、1997

年から小学校で英語教育を実施し、大学生や社会人の

英語スキルは高くなりつつある。中国では、日本より早

く小学校で英語教育にとり組む学校が増えている。

ドイツ・フライブルクでは、小学校低学年から外国

語としてフランス語を学び始め、英語も外国語として

ギムナジウムで学んでいく。

アフリカ・ギニアでは、公用語がフランス語で、英

語を外国語として学んでいくが、土着の言語もあり、

小・中学校で様々な言語を学ぶことになる。

（7）実技教科の実践

米国の中学校では、ある一定期間（例えば2ヶ月ほ

ど）、毎日同じ時間に同じ教科の授業がある。音楽や

美術などの実技教科は選択制のようで、その教科を選

択すれば、その期間、毎日同じ授業があり、楽器を一

つ習得したり、絵を描いたりする作品制作にじっくり

とり組める。

（8）宗教、国の実情による違い

インドネシアの学校では、イスラム教徒の児童生徒が

多く、制服にもそれが現れている。シッセ氏によると、

ギニアでもイスラム教徒が多い、ということである。

これまで移民を数多く受け入れてきた国では、肌の

色、母語、宗教が異なり、異文化をどう理解し合い、

多文化共生社会をどう作っていくかが重要である。ド

イツでは、中東からの難民・移民を受け入れてきたが、

学校教育では彼らの子どもたちの教育をどのように実

現していくかが課題となっている。

（9）日本文化の影響、日本政府等による援助

世界の学校を訪ねると、日本文化を児童生徒が学ん

でいる授業や掲示物に出会うことがある。例えば、

575の音節で短い詩を作るHaikuの授業（写真 12）

や折り紙の作品制作である。日本アニメや漫画がきっ

かけで日本語学習を始めた大学生や生徒も多い。

シッセ氏によれば、日本政府や関係する人々がギニ

アの子どもたちのためにギニアで学校建設を推進して

いる。
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写真12 米国の小学校でのHaiku作品



５．世界の学校や教室から現職教員が学ぶ

ことと課題

（1）アクティブラーニングのICTの学習利用

現職教員が世界の学校や教室の画像を見て学ぶこと

は様々である。例えば、現在、学校現場でアクティブ

ラーニングの実践が課題となっているが、米国やドイツ

の学校で、児童生徒が自分の課題を選び、自分のペー

スで学ぶ個別学習やグループ学習は、Student-centered

learningであり、我が国の現職教員にとって大いに参

考となる。また、米国の多くの学校でICT（情報コミュ

ニケーション技術）の学習利用が進んでいるが、児童

生徒がそれを上手に使えば、学習がよりよいものに変

わることは一目瞭然である。我が国の学校教育で、

ICTの教育・学習利用が思うように進まないのは、

教育予算、専門職教員（メディアスペシャリスト）の

配置、クラスサイズ、教室の問題（教科教室型でなく

普通教室）、基本となる学習の考え方（従来の行動主

義等）など、様々な原因が考えられる。筆者の専門の

一つは、教育工学（EducationalTechnology）である

が、工学の間に、「夫」という漢字を入れ、教育工

（夫）学にしていく発想を、世界の教室の様子を参考

に、教員免許状更新講習では強調している。

（2） 教員の仕事の問題から

学習用コンピュータが小中学校に導入されていなかっ

た30年前（1980年代半ば）と比べ、学校現場におけ

る教員の仕事の量と質は大きく変化している。よりよ

い授業改善（わかる授業の創造、アクティブラーニン

グの導入）、児童生徒の個別支援（生活面、心・体の

問題、教育相談等）、保護者対応、部活指導、進路指

導、新しい教育への対応など、学校現場では、日夜一

生懸命に教員が努力・働いていることが、教員免許状

更新講習を担当していても、肌で感じることが多くなっ

た。

教員免許状更新講習でも取り上げてきたように、ド

イツの学校に配置されたスクールソーシャルワーカー

（子ども、教員のトラブルを解決）、米国の学校に配置

されたカウンセラーやメディアスペシャリストのよう

な専門職の職員や教員を、早期に、学校規模に応じて

適切な人数を配置することが重要であり、そのための

教育予算大幅増が必要である。

（3） 我が国の学校教育の良さを見直す

教員免許状更新講習で、世界の学校や教育の現状を

取り上げるのは、他の国の教育の良い面や課題を学ぶ

ということだけではなく、我が国の学校教育の良さを

見直す、というねらいもある。実際に、更新講習を受

講した現職教員からそれを指摘したコメントが数多い。

我が国の学校での授業は、一斉指導型が基本であり、

小・中・高校等で効率よい指導が行われており、教員

（特にベテラン教員）の授業スキルが高い。特に小・

中学校では、職場での校内研修が定期的に行われてお

り、授業研究や生活支援などの面で教員同士が学び合

いが教育指導の充実につながっている。

ほとんどの小学校、多くの中学校では、学校給食が

あり、子どもの成長を考慮した栄養バランスのある昼

食が提供されている。また、学校の保健室では、怪我

の手当てや病気の治療だけでなく、子どもの心のケア

まで対応している。これらが日本の学校教育の良さで

あるが、専門職種として、栄養教諭や養護教諭の役割

が重要である。

その他、学校での清掃活動、子ども同士の学び合い

や助け合い、中・高校等での部活・クラブも、他国の

学校では見られないこともあり、日本の学校教育の良

さでもあるが、部活指導は教員の多忙ともつながって

いる。

６．おわりに

教員免許状更新必修講習で、筆者が16年前より訪

問してきた世界の学校の様子を、撮影した画像を使い

講習参加者に紹介してきた。筆者以外に、中国から三

重大学大学院に留学している学生や、アフリカ・ギニ

アやハンガリーから国費教員留学生（ハンガリー留学

生は本文では述べなかったが）から母国の学校の実情

や学校システムについて話をしてもらったが、この話

は講習参加者に説得力があり、「印象に残った」とい

うコメントも数多く得た。今後、教員免許状更新講習

で現職教員が世界の学校や教室のことを学ぶには、三

重大学に留学している学生をゲストスピーカーに呼び、

幅広くプレゼンテーションをしてもらうと効果的であ

る。また、教員免許状更新講習参加者の中には、海外

の日本人学校教員として3年間勤務した者や、教員に

なる前に海外で仕事やボランティアをしていた経験が

ある者がいるので、彼らから経験談を語ってもらうの

もよい方法である。

我が国の教員は、勤務・拘束時間が長いが、「忙し

くても学びたい」という声は教員免許状更新講習中に

数多く聞かれた。教育改革や授業改善を進めていく上

で、教員がグローバルな視点を持ち、学習理論の変遷

や基本となる教育の考え方を知り、生涯学び続けるこ

とである。

教員免許状更新必修講習は、「国の教育政策や世界

の教育の動向」のみならず、「教員としての子ども観、

教育観等についての省察」や「子どもの生活の変化を

教員免許状更新必修講習で取り上げた世界の学校教育の現状と教員の学び
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踏まえた課題」などの内容もあり、教員が自分の教職

生活をふり返り、子どもと寄り添い生きていくことが

ますます重要となっている。今後、更新講習で取り上

げる内容や方法をさらによりよいものにしていきたい。
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